
 

千
住
大
橋
が
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
昭
和
二
年
（

1927
）
か
ら
今

年
で
88
年
に
な
り
ま
す
。

三
月
六
日
、
国
土
交
通
省
主
催
の｢

千
住
大
橋
の
長
寿
を
祝
う
会｣

の
式
典
が
大
橋
公
園
（
足
立
区
側
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の

前
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
格
好
を
し
た
30
名
余
の
学
生
た
ち
が
橋
を
利

用
す
る
人
々
が
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
大
橋
渡
り
を
清
掃

作
業
を
し
な
が
ら
渡
り
ま
し
た
。
国
道
車
務
所
長
、
足
立
区
副
区
長
、

河
原
町
大
賑
い
の
会
長
、
荒
川
区
副
区
長
、
瑞
光
町
会
会
長
の
方
々

や
コ
ツ
通
り
商
店
街
会
長
の
私
の
挨
拶
が
あ
り
賑
や
か
に
式
典
終
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
400
人
位
の
方
が
乗
船
し
て
隅
田
川
か
ら
千
住
大

橋
を
眺
め
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
で
喜
ば
れ
ま
し
た
。

1590
年
、
徳
川
家
康
は
武
蔵
の
国
（
東
京
）
に
入
っ

た
４
年
後
（

1594
）
に
隅
田
川
に
千
住
大
橋
を
架

け
て
か
ら
422
年
が
経
ち
ま
し
た
。

昭
和
３
年
（

1928
）
に
都
電
（
当
時
は
市
電
）

が
三
ノ
輪
橋
か
ら
千
住
４
丁
目
の
荒
川
放
水
路

に
か
か
る
千
住
新
橋
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

終
点
の
４
丁
目
周
辺
は
映
画
館
や
大
き
な
商
店

街
が
建
ち
並
び
、
北
千
住
駅
前
よ
り
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
日
光
街
道
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
柳
町
は
色
街
と
し
て
こ

こ
も
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

自
動
車
の
利
用
台
数
の
増
加
に
よ
り
路
面
電
車
が
無
く
な
り
旧
大

橋
は
下
り
専
用
と
な
り
、
上
り
専
用
が
す
ぐ
下
流
に
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
橋
の
中
間
に
屋
台
が
出
て
い
ま
し
た
。

夏
に
は
氷
水
、
寒
く
な
る
と
温
か
い
焼
き
大
福
な
ど
を
売
っ
て
い
て

楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。
あ
の
毎
日
の
自
動
車
の
大
量
通
行
に
よ
る

傷
み
と
川
の
水
が
上
げ
潮
で
橋
桁
が
冠
水
で｢

や
が
て
は
、
新
し
い

橋
に
掛
け
替
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う｣

と
関
係
者
が
話
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
交
通
量
を
支
え
る
橋
の
管
理
し
て
い
る
関
係

部
署
の
方
々
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
我
々
利
用
者

も
橋
の
維
持
管
理
に
協
力
し
て
行
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
み

ん
な
で
協
力
し
末
永
く
川
も
橋
も
き
れ
い
に
使
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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教
授
の

も
の
つ
く
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

今
年
も
３
月
12
、
13
日
の
土
、
日
に
南
千
住
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
荒
川
区
産
業
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
の

こ
と
で
す
が
、
13
日
の
日
曜
日
午
前
に
１
階
小
体
育
館
で
、

中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま

す
。
15
回
目
の
中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
で
す
。

東
工
大
名
誉
教
授
の
森
雅
弘
先
生
の
提
唱
に
よ
り
、
高
専

ロ
ボ
コ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学
ロ
ボ
コ
ン
、
国

際
ロ
ボ
コ
ン
と
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
旧
都
立
航
空
高
専

（
現
産
業
技
術
高
専
・
荒
川
C
）
の
学
生
諸
君
は
、
高
専
ロ

ボ
コ
ン
で
毎
年
面
白
い
マ
シ
ン
を
つ
く
り
、
年
末
年
始
の
NHK

の
放
送
で
み
な
さ
ま
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ロ
ボ
コ
ン
の
中
学
生
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
、
高
専
学
生
の

指
導
で
年
末
年
始
６
回
、
高
専
に
来
て
も
ら
い
製
作
し
ま
し

た
。
ア
イ
デ
ア
出
し
・
設
計
・
部
品
加
工
・
組
立
・
改
良
・

調
整
の
す
べ
て
を
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

は
っ
き
り
言
っ
て
今
年
の
中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
は
面
白
い
で

す
。
卓
球
ボ
ー
ル
の
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
で
す

が
、
た
い
へ
ん
迫
力
が
あ
り
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
た
く

さ
ん
の
方
々
が
お
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

荒
川

区
の
も
の
つ
く
り
の
伝
統
を
、
皆
様
と
と
も
に
継
承
し
た
い

で
す
ね
！
！

荒
川
区
産
業
展
で
の
中
学
生
ロ
ボ
コ
ン

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
前
回
か
ら

の
続
き
で
す
。

来
月
開
業
す
る
北
海
道
新
幹
線
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

風
圧
対
策
と
し
て
速
度
を
抑
え
る
こ
と
や
、
新
駅
が
中
心
市
街

地
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
災
い
し
て
、
東
京
～
函
館
間
で

「
４
時
間
の
壁
」
を
破
れ
ず
、
航
空
機
に
対
し
て
必
ず
し
も
優

位
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
、
新
幹
線
に
は
乗
車
時
間
を
無
駄
に
感
じ
さ

せ
な
い
よ
う
な
設
備
（
例
・
沿
線
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
の
あ
る

「
食
堂
車
」
）
や
、
接
遇
（
例
・
放
送
を
省
き
照
明
を
暗
く
し

た
「
快
眠
車
」
の
設
定
）
の
工
夫
を
図
る
手
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ(

格
安
航
空
会
社)

を
ヒ
ン
ト
に
、
座

席
の
間
隔
は
少
し
狭
い
代
わ
り
に
低
廉
な
料
金
で
乗
れ
る
「
エ

コ
ノ
ミ
ー
車
」
を
設
定
す
れ
ば
、
学
生
や
節
約
志
向
の
旅
客
に

は
喜
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
海
道
新
幹
線
と
引
替
え
で
、
人
気
の
あ
っ
た
長
距
離
寝
台

列
車
や
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
っ
た
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の

「
海
底
駅
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
新
幹
線
は
、

安
全
・
正
確
・
高
速
と
い
う
長
所
は
そ
の
ま
ま
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
ク
で
単
調
な
移
動
手
段
か
ら
、
「
旅
を
彩
る
楽
し
い
空
間
」

「
高
速
移
動
仮
眠
室
」
「
バ
ス
の
よ
う
に
気
軽
に
乗
れ
る
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
乗
り
物
」
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
マ
ル
チ

な
移
動
手
段
」
に
進
化
し
て
ほ
し
い
と
、
旅
好
き
人
間
は
願
っ

て
い
ま
す
。
（
終
）
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メ
ガ
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★
休
業
日
の
ご
案
内
【
当
店
は
不
定
休
で
す
】
★

２
月
…
29
（
月
）

３
月
…
10
・
17
（
木
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
・
日
・
祝
…
AM
10
時
～
PM
５
時

旅
好
き
人
間
が
考
え
る
、

新
幹
線
開
業
の
光
と
影
②

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

千
住
大
橋
の
長
寿
を
祝
う

お
城
の
模
型
（
長
谷
川
進
氏
製
作
）
を
見
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
城
北
信
用
金
庫
南
千
住
支
店
に

て
３
月
１
～
31
日(

営
業
時
間
内
）
展
示
致
し
ま
す
。


